




































































































































































































































































































































































































こでは, SOLVER ＳＴＡＴＵＳ（解法プログラムの状態）がNORMAL COM-
ＰＬＥＴＩＯＮ（正常終了）となっており,MODEL STATUS （モデルの状態）
がＯＰＴＩＭＡＬ（最適解を見付けて終了）となっていることを確認することが
重要である。
　ＬＯＯＰ文の１巡目ＢＡＳＥ（ベンチマーク均衡）は，パラメータ一にベン
チマーク値を与えた場合の均衡値の計算，すなわち再現テストである。表
４にまとめた出力ファイルの結果を見ると，再現テストに合格しているこ
とが分かり，モデルの定式化に成功したと判断される。２巡目ＨＹＰＯ（仮
設均衡）は，資本ストックが10％増加した場合の均衡（仮設均衡）の計算
である。入力ファイルの419行で出力される仮設均衡の社会勘定行列を
表５にまとめた。社会勘定行列の数値は数量を示すものではなく，取引金
額すなわち価格×数量であることに注意して欲しい。
　　　　　　　　　　　　　　　－213－
　計算は，貯蓄主導型と投資主導型の場合に分けて２回を行った。均衡値
や社会勘定行列を表の形にまとめておく。
　　　　　表３　カラフレイトされたパラメーター値(age 3 モデル）
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表４　均衡の比較(age 3 モデル）
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